
全 国 市 議 会 旬 報 第 2320 号（1）令和 7年 12月 5日号

令和7年
（２０25年）
毎月３回５の日に発行

発行　全国市議会議長会

12月5日

〒１０２-００９３
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL	 ０３ （３２６２） 5234
旬報 TEL	 ０３ （３２６２） 5237
発行人　宮 地　　 毅
https://www.si-gichokai.jp 議長会HP

2257・8全国
市議会旬報

第 号2320
ぜんこくしぎかいじゅんぽう

古川内閣府大臣政務官（左から4人目）に要望

高橋総務副大臣（左から4人目）に要望

石田自民党総務部会地方議会の課題に関するPT座長（左から4人目）に要望

丸
子
善
弘
会
長
（
山
形
市

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
本
会

の
正
副
会
長
は
11
月
25
日
、

政
府
・
与
党
の
要
職
に
対
し

て
要
望
活
動
を
行
っ
た
（
要

望
先
・
要
望
参
加
者
を
左
下

掲
）。丸子

会
長
は
、
厚
生
年
金

制
度
へ
の
地
方
議
会
議
員
の

加
入
に
つ
い
て
、
こ
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
し

た
市
区
議
会
が
約
２
年
半
で

〔
要
望
先
〕

高
橋
克
法
総
務
副
大
臣
、

古
川
直
季
内
閣
府
大
臣
政

務
官
、
石
田
真
敏
自
民
党

総
務
部
会
地
方
議
会
の
課

題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
座
長

〔
要
望
参
加
者
〕（
敬
称
略
）

【
会
長
】
丸
子
善
弘
（
山
形

市
議
長
）

【
副
会
長
】
五
十
嵐
一
彦

（
鶴
岡
市
議
長
）、
池
田
和

幸
（
長
岡
市
議
長
）、
齊

藤
誠
之
（
那
須
塩
原
市
議

長
）、小
南
い
ち
お
（
大
東

市
議
長
）、山
下
節
子
（
宇

部
市
議
長
）、
田
島
寛
信

（
大
分
市
議
長
）

急
増
し
、
全
国
の
約
７
割
に

達
し
た
こ
と
か
ら
、
政
府
・

与
党
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
創
生
の

推
進
に
つ
い
て
、
関
連
施
策

の
着
実
な
推
進
と
と
も
に
、

「
地
域
未
来
戦
略
」
等
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
の

意
見
を
十
分
に
反
映
し
、
関

係
予
算
を
安
定
的
に
確
保
す

る
と
と
も
に
、
東
京
圏
か
ら

地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み

出
す
た
め
、
地
方
へ
の
移
住

や
企
業
移
転
、
関
係
人
口
の

増
加
な
ど
、
人
の
流
れ
を
つ

く
り
、
実
効
性
の
あ
る
施
策

の
展
開
を
要
望
し
た
。

地
方
税
財
源
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
の

歳
出
の
伸
び
を
十
分
確
保
し

た
上
で
地
方
自
治
体
の
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地

方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
の
増
額
確
保
や
、

所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
基

礎
控
除
等
の
更
な
る
見
直
し
、

ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
の
廃

止
を
行
う
際
に
は
代
替
と
な

る
恒
久
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
な
ど
を
要
望
し
た
。

要望活動
正副会長

厚
生
年
金
加
入

一
般
財
源
総
額 

増
額
確
保

ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率

政
府
・
与
党
へ
協
力
を
要
請
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第
151
回
国
会
対
策
委
員
会

本
会
は
、
第
１
５
１
回
国
会
対
策
委
員
会
、
第
１
８
４

回
建
設
運
輸
委
員
会
を
開
催
。
要
望
書
を
決
定
し
、政
府・

与
党
、
国
会
議
員
な
ど
へ
要
望
活
動
を
行
っ
た
（
要
望
書

は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

各
委
員
会 

要
望
活
動
を
実
施

本 会

松坂委員長
（千葉市）

齊藤副会長
（那須塩原市）

国
会
対
策
委
員
会
は
11
月

26
日
、
東
京・ホ
テ
ル
ル
ポ
ー

ル
麹
町
で
第
１
５
１
回
委
員

会
を
開
催
。正
副
委
員
長
を
選

任
し
、
要
望
書
を
決
定
し
た
。

齊
藤
誠
之
副
会
長
（
那
須

市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
７
万
３
９
２
０
人

（
令
和
７
年
10
月
末
現
在
）

▽
面
積　
６
９
７・55
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
平
成
17
年

に
兵
庫
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
１
市
５
町
が
合
併
し
て

誕
生
。
市
域
の
約
８
割
を
森

林
が
占
め
、北
は
日
本
海
、東

は
京
都
府
に
接
し
、
中
央
部

に
は
円
山
川
が
流
れ
て
い
る
。

国
の
特
別
天
然
記
念
物
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
人
里
で
の
野
生

復
帰
の
取
り
組
み
は
、
世
界

的
に
も
例
が
な
い
。
城
崎
温

泉
を
は
じ
め
、
但
馬
の
小
京

都
・
出
石
城
下
町
な
ど
を
有

し
、
観
光
業
も
盛
ん
で
あ
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
６
つ
の
市
町

が
統
合
し
、
新
「
豊
岡
市
」

が
誕
生
す
る
こ
と
に
ち
な
み
、

豊
岡
市
の「
と
」の
字
を
ベ
ー

ス
に
、
6
つ
の
市
町
が
一
つ

に
な
り
、
未
来
に
伸
び
て
い

く
願
い
を
込
め
、
活
気
に
満

ち
た
「
6
つ
の
ラ
イ
ン
」
で

表
現
し
て
い
る
。
青
色
は
明

る
い
未
来
の
象
徴
で
あ
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

22
人
（
現

在・男
性
19
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
７
年
10

月
26
日
。
立
候
補
29
人
。
投

票
率
59・33
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
本
年

10
月
の
選
挙
か
ら
定
数
が
２

人
減
り
22
人
と
な
り
、そ
の
う

ち
５
人
の
新
人
が
当
選
、平
均

年
齢
は
55
歳
と
改
選
前
よ
り

３
歳
以
上
低
く
な
っ
た
。人
口

減
少
対
策
調
査
特
別
委
員
会

を
新
た
に
設
置
し
、深
刻
な
現

議
長
の
話

議
長
の
話

国指定の特別天然記念物・コウノトリ
（写真提供＝豊岡市）

豊

岡

市

第14回第14回

浅田徹議長

委
員
長
市

地
方
財
政
委
員
会

紹
介

本
市
は
兵
庫
県
の
北
東
部

に
位
置
し
、
海・山・自
然
に

恵
ま
れ
た
県
内
最
大
の
面
積

を
有
す
る
ま
ち
で
す
。

城
崎
温
泉
を
は
じ
め
、
竹

野
海
岸
、
神
鍋
高
原
ス
キ
ー

場
、
出
石
城
下
町
な
ど
の
観

光
資
源
に
恵
ま
れ
、「
か
ば

ん
」
産
業
は
全
国
の
４
大
産

地
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
新
市
合
併
並
び

に
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
の
自
然

放
鳥
か
ら
、
20
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰

は
、世
界
的
な
評
価
を
得
、演

劇
の
ま
ち
づ
く
り
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
施
策

も
注
目
さ
れ
る
な
ど
、
着
実

に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

状
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

調
査
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

塩
原
市
議
会
議
長
）
の
冒
頭

あ
い
さ
つ
の
後
、
正
副
委
員

長
の
選
任
を
行
い
、
委
員
長

に
松
坂
吉
則
千
葉
市
議
会
議

長
、
副
委
員
長
に
後
藤
錦
信

大
崎
市
議
会
議
長
、
伊
東
寿

充
高
山
市
議
会
議
長
が
就
任

し
た
。

委
員
会
で
は
、
要
望
書
に

つ
い
て
協
議
の
上
決
定
（
全

政
府
は
11
月
28
日
、
令
和

７
年
度
補
正
予
算
を
閣
議
決

定
し
た
。
一
般
会
計
総
額
は

18
兆
３
０
３
４
億
円
。

補
正
予
算
案
で
は
、「
生
活

の
安
全
保
障
・
物
価
高
へ
の

対
応
」
と
し
て
計
上
さ
れ
た

８
兆
９
０
４
１
億
円
（
+
特

別
会
計
９
３
０
億
円
）
の
う

ち
、
地
方
の
伸
び
代
の
活
用

と
暮
ら
し
の
安
定
と
し
て
４

兆
９
７
８
６
億
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、

地
方
交
付
税
交
付
金
の
増
額

に
１
兆
３
０
４
１
億
円
、
地

域
未
来
交
付
金
に
１
０
０
０

億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
重
点
支
援
地

方
交
付
金
の
拡
充
（
食
料
品

の
物
価
高
騰
に
対
す
る
特
別

加
算
４
０
０
０
億
円
を
含

む
）
２
兆
円
な
ど
「
足
元
の

物
価
高
へ
の
対
応
」
へ
２
兆

９
４
５
１
億
円
が
計
上
さ
れ

た
。ま

た
、「
危
機
管
理
投
資・

成
長
投
資
に
よ
る
強
い
経
済

の
実
現
」と
し
て
、「
防
災・減

災・国
土
強
靱
化
の
推
進
」へ

２
兆
９
５
０
３
億
円
が
計
上

さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
国

土
強
靱
化
（
道
路
関
連
イ
ン

フ
ラ
保
全
等
）
１
兆
５
５
０

０
億
円
や
自
然
災
害
か
ら
の

復
旧・復
興
（
能
登
等
）
７
４

１
７
億
円
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

令
和
７
年
度
補
正
予
算 

閣
議
決
定 

地
方
交
付
税
交
付
金
増
額
に
１
・
３
兆
円
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文
は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲
載 

）。

要
望
書
は
、
▽
多
様
な
人

材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進

及
び
地
方
議
会
の
権
能
強
化

▽
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保

及
び
地
方
創
生
・
地
方
分
権

の
推
進
―
な
ど
に
つ
い
て
の

５
項
目
か
ら
な
る
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
総

務
省
自
治
税
務
局
の
奥
田
隆

後藤副委員長
（大崎市）

伊東副委員長
（高山市）

有村自民党総務会長（中央）に要望

鈴木自民党幹事長（左から5人目）に要望

山際自民党税制調査会小委員長（左から3人目）に要望

鈴木自民党総務部会長（左から5人目）に要望

【要望活動参加者】（敬称略）
▪委員長

松坂吉則（千葉市議会議長）
▪副委員長

後藤錦信（大崎市議会議長）
▪委員

福居秀雄（旭川市議会議長）
角掛邦彦（滝沢市議会議長）
藤原　明（大館市議会議長）
高星勝幸（常陸太田市議会議長）
齋藤文明（日光市議会議長）
乾　秀子（城陽市議会議長）
山条真嗣（坂出市議会議長）
菅　敏德（阿蘇市議会議長）

【要望先】（敬称略）
鈴木俊一（自民党幹事長）
有村治子（自民党総務会長）
鈴木英敬（自民党総務部会長）
山際大志郎（自民党税制調査会
　　　　　　小委員長）
橘慶一郎（自民党地方議会の課題
　　　　　  に関するPT幹事長）

【要望活動参加者・要望先】【要望活動参加者・要望先】

則
固
定
資
産
税
課
長
が
「
地

方
税
制
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

題
」
と
題
し
て
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
正
副
委

員
長
及
び
各
委
員
は
自
民
党

要
職
者
に
対
し
て
要
望
活
動

を
行
っ
た（
参
加
者
・
要
望
先

は
下
掲
、
写
真
は
左
掲
）。

橘自民党地方議会の課題に関するPT幹事長（右から3人目）に要望

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kokutai/index.html
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第
184
回
建
設
運
輸
委
員
会

渡邉委員長
（燕市）

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員

長
＝
渡
邉
雄
三
燕
市
議
会
議

長
）
は
11
月
26
日
、
全
国
都

市
会
館
で
第
１
８
４
回
委
員

会
を
開
催
し
、
自
然
災
害
対

策
や
都
市
基
盤
整
備
の
推
進

な
ど
を
求
め
る
要
望
書
に
つ

い
て
協
議・決
定
し
た（
全
文

は
本
会
ウ
ェ
ブ
掲

載 

）。
要
望
書
は
、
▽

自
然
災
害
対
策
の

推
進
▽
各
種
交
通

基
盤
整
備
の
推
進

▽
都
市
基
盤
整
備

の
推
進
▽
観
光
施

策
の
推
進
―
に
つ

い
て
の
４
項
目
か

ら
な
る
。

会
議
で
は
こ
の

ほ
か
、
国
土
交
通

省
総
合
政
策
局
の

西
山
茂
樹
社
会
資

本
整
備
政
策
課
長
、
福
嶌
教

郷
地
域
交
通
課
長
が
そ
れ
ぞ

れ
「
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
現
状

と
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
」、

「
地
域
公
共
交
通
の
現
状
と

維
持
に
向
け
た
対
策
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
説
明
し
た
。

委
員
会
終
了
後
、
要
望
活

動
を
実
施
し
、
渡
邉
委
員
長
、

角
田
勝
副
委
員
長
（
た
つ
の

市
議
会
議
長
）、北
坂
秋
男
諫

早
市
議
会
副
議
長
（
副
委
員

長
市
）
は
辻
元
清
美
参
議
院

国
土
交
通
委
員
長
、
谷
田
川

主
な
要
望
事
項

主
な
要
望
事
項

自
然
災
害
対
策
の
推
進

台
風
・
豪
雨
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
、
流
域
治
水
の
本

格
的
実
践
に
必
要
な
予
算
・

財
源
の
確
保
な
ど
の
支
援
及

び
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施

中
期
計
画
の
推
進
に
必
要
な

予
算
・
財
源
の
別
枠
で
の
確

辻元参議院国交委員長に要望（右から2人目）

谷田川衆議院国交委員会理事に要望（左から2人目）

三浦参議院国交委員会理事に要望（右から2人目）

元
・
衆
議
院
国
土
交
通
委
員

会
理
事
、
三
浦
信
祐
参
議
院

国
土
交
通
委
員
会
理
事
、
北

村
経
夫
自
由
民
主
党
国
土
交

通
部
会
副
部
会
長
に
面
談
・

要
望
し
た
。

保
を
要
望
し
て
い
る
。
加
え

て
、
河
川
整
備
計
画
に
沿
っ

た
整
備
の
促
進
や
河
川
改
修

事
業
の
計
画
的
か
つ
着
実
な

実
施
、
準
用
河
川
改
修
事
業

を
実
施
す
る
市
町
村
へ
の
補

助
拡
大
な
ど
を
要
望
し
て
い

る
。各

種
交
通
基
盤
の
整
備

道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
と
と
も

に
建
設
資
材
高
騰
や
労
務
費

の
上
昇
を
踏
ま
え
た
財
源
の

確
保
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

公
共
交
通
の
確
保
・
維
持

に
つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交

通
の
充
実
強
化
と
し
て
、
利

用
者
の
減
少
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
厳
し

い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い

る
地
域
公
共
交
通
の
事
業
者

及
び
地
方
自
治
体
に
対
し
路

線
を
維
持
す
る
た
め
の
財
政

支
援
な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

都
市
基
盤
整
備
の
推
進

社
会
資
本
整
備
事
業
等
の

推
進
に
つ
い
て
、
橋
梁
や
ト

ン
ネ
ル
等
の
老
朽
化
対
策
に

お
い
て
予
防
保
全
や
新
技
術

も
活
用
し
た
維
持
管
理
の
高

度
化
・
効
率
化
や
機
能
向
上

型
更
新
を
安
定
的
か
つ
計
画

的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
必

要
な
予
算
の
確
保
、
緊
急
に

修
繕
等
の
措
置
が
必
要
な
場

合
の
優
先
的
な
財
政
支
援
を

求
め
て
い
る
。

空
き
家
・
空
き
地
及
び
所

有
者
不
明
土
地
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
、
空
き
家
を
解
体

し
た
土
地
に
対
し
て
住
宅
用

地
特
例
が
適
用
さ
れ
る
も
の

と
同
等
の
固
定
資
産
税
の
減

免
措
置
を
全
国
一
律
で
創
設

す
る
こ
と
、
空
き
家
解
体
に

係
る
費
用
を
所
得
控
除
の
対

象
と
す
る
税
制
優
遇
措
置
の

創
設
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

観
光
施
策
の
推
進

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
の
促
進
に
つ
い
て
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
や
国
内
旅
行
の
拡

大
に
繋
げ
る
た
め
の
受
入
環

境
整
備
や
観
光
産
業
の
生
産

性
向
上・高
付
加
価
値
化
、観

光
資
源
の
磨
き
上
げ
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
財
源

の
確
保
、
特
定
の
観
光
地
に

お
け
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
に
配
慮
し
た
持
続
可

能
な
観
光
の
推
進
な
ど
を
要

望
し
て
い
る
。

北村自民党国交部会副部会長に要望（左から2人目）

https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kensetsu/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kensetsu/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kensetsu/index.html
https://www.si-gichokai.jp/request/request-iin/kensetsu/index.html

